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RequlrementS On Coach Finishing

ByIchiro H6sako andJir6
Matsumoto

Kasado Works,Hitachi､Ltd.

Abstract

For passenger coaches for electric railroad service,itisimperative to be

丘nishedinpaintwhichfulfi11sthenextrequlrementS,i･e･thepaintmust be high1y

durable against weather,Can PrOteCt effectively thecoach fromcorrosion,retains

strongadherenceforlong,and,in addition,these qualities must not sacri丘ce the

attractive coloring ofits own.And the selection of such a paintis not a job

anything easy but requlreS meticulous research and experience,and for a good

finishingresult,itmustbecombinedwithanexce11entcoatingtechnique･

The writers publishin the article their studieson the aforesaid requirements

andvariousproblemsregardingcoatingtechnique,lnCludingtheselection of paint,

improvement ofpaintfi1mproperty,andlightmetalalloycoating･

される条件に合致する塗料の逃択と塗装方法を倹討

〔Ⅰ〕緒 ■言

客電車の塗装は,軌､防錆力と防蝕力とによる叩痛の

保護ほ勿論のこと,絶えず美観と清潔さを偉持し,

に快感を与えるものでなければならない`､

･一方これらに用いられる塗料は,軍都用として特殊な

塗料があるわけではなく,多くの塗料のうちから目的に

合致したものを選択し塗装するのであるしつ一一般にペイン

1､,エナメル,ラッカー等の塗料の稗顆や,錆止,上境

り等のごとき_塗料の用途別区分により,その性能と塗装

方法が違うことは良く知られているが,同種
,同用途

の塗料でも,色や塗料メ←カ←によi),各々異った性能

を有するのである｡また被塗装物にも鉄材,木材,アル

ミニュ←ム合金

条件と,市内,郊外,

があり,任用される土地の気象

行区間の長短等の使用条件によ

っても異るので,塗料の選択と塗装匠は相当の技術を要

する｡

しかしながら従来の塗装はそのほとんどが経験と熟練

にのみ依存していたので,思わぬ事故を起したこともあ

った｡そこで 老等は客電車の塗装の特質を分析し,要
***
日立製作所笠戸工場

L,これらに改善を加え,従来の経験と相まって,客

叩の塗装の出来栄の向.上を計って莱た｡以下客電年輩某

の特質の大要と諸対策の概略iこついて述べる｡

〔ⅠⅠ〕客電車の塗装の特質

車の外部は,常に外界における天然現象の諸作川

を直接受け,内部は乗客や荷物と絶えず接触するので,

その塗 ほ強い†耐久力と防錆力および美観と清1繋さを保

指することが必要である｡ゆえに答電草の塗装には次に

述べるごとき特質が要求される√:.

(り 重体外部の塗装

(A)耐候性が強いこと

連ラ

然外界の日光,風雨,氷雪に曝されながら長期閲の

使用に耐えるため,塗膜は耐水性が強く,太陽光繰

による糊化や恕邑,光沢の変化が少なく,またこれらの

原因により亀裂やふくれなど生じないものでなければな

らぬ.,

(B) 防

日動肇

力が庇いこと

の他の頚鰍こ比し,客電却の寿命は長いので

特に強い防錆力が必要である｡
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(C)密着力と耐撮働性が強いこと

客領事の外板の温度は,太陽の輯射熱と気温により,

一般に最高は700Cまで上昇し最低は氷点下まで低下す
ることが考えられる｡

この間の鋼体の膨脹,収縮や運転による振動に対し,

塗膜ほ十分な密着力と耐振動性を必要とする｡

(D)保守が容易であること

運転中の煤煙や塵填の附着による汚れをできるだけ少

くするため,塗膜ほ平滑で,戻りが無く,また→定期問

毎に行われる微弱な酸や石鹸による洗源忙対し,ある程

度の耐酸,耐アルカリ性を持つとともに,これらの磨耗

に耐えうるよう,適当な硬度を保持し,なお容易に

替えができることが必要である｡

(E)木材製品の吸水防止

外部に曝される木材製品は,雨水や洗源水により,膨

脹したり腐蝕したりするから,完全に吸7kを防止する必

要がある｡

(2)室内塗装

(A)常に美観を保持すること

乗客に清潔感と美観を与えるため,人体特に頭髪の油

脂や手垢等に汚れず,洗源が容易であること｡

(B)人や荷物が絶えず接触するので,そのた捌こ塗

料が戻ったり,傷が付かぬよう適当な硬度を保持するこ

と｡

(C) り番えが容易であること

(3)その他

以上の外,使用鞄が高温高湿な地方である場合ほ,耐

熱および耐湿性が,極寒地の 耐ま合場 される｡

また材料が鉄鋼以外,たとえばアルミニウム,合成樹

脂等の場合は,これらの材料に適合した特質が要求され

ることほ勿論である｡

〔ⅠⅠ‡〕塗料 の 選 択

(り 塗料選択の意義

耐久力ある美しい 膜をうるためには,要求された条

件に合致した塗料を選ぶことが最も大切なことである｡

料に関する資料ほ枚挙に連なき程であるが,これらの

多くは 料メーカー発行のもので,とかく宣伝的意図の

強いものであり,技術的に公平な立場から論ぜられてい

るものは少い がある｡かつ同一メ←カーの同一製品で

性能に差異を生じ これらの資料

をそのまゝ率直に受け入れがたい｡ゆえに塗料の選択ほ

料を使用する者の責任と判断においてなさなければ,

製品の塗装に確信を持ち得ないのが現状である｡

筆者等は極くありふれた｡しかも長年月

る少数の 料
ノ＼
除を

任用実妄 のあ

大部分の塗料についてほその選択

のいかんは

第36巻 第7号

装の死命を制する重要なものと考え,十分

な試験設備と技術の充実に努め,細心の注意と大なる努

力を払っている｡

以下 料の選択に際L実施している試験の概要につい

て述べる(､

(2)塗料試験の概要

料の検査基準はJISに制定せられており,これに準

拠すべきことは当然であるが,その内容の大部分は塗料

の成分および組成が主体であって,性能に関する検査項

目が割合に少く,またJISの基準は広範なる一般 料を

対象として制定されているため,答電車のごとき特殊な

用途に使用する 料に対する検査基 としてこれのみに

準拠するにほ不十分な部分が多い｡

たとえばJISの中で光沢,透明度,塗膜試験等は見本

晶に劣らぎることゝあり,凝結性,刷毛捌き等は

棒で掻き回したり,刷毛で

料を

ってみて判定する等その方

法は非常に熟練を要する｡また見本品の選定に数値的基

準がないから,個人差による判琵の振れが大きい｡

したがって成分組成はJISによる外,特に下記のごと

く耐候性,耐薬品性を検査基準に入れ,検収検査を実施

している｡

(A)-･般試験

試料の採り方,組成,色,透明度,粘度,可撹･lも 耐

溶剤性,隠蔽の判定ほJISにより試験を行っているが,

光沢の測定には色沢計を,硬度の測定にほ引掻式硬度計

を,また色の測定で特に必要な場合は,日立

研究所において目立式分光々度計により

す等数値的に表現するよう努めている｡

(B)†耐候性試験

作所中央

視で表

膜の変化を知るために,実際塗装されたと

同様な試験片を作り,2箇年間屋外に曝露して,3箇月

毎にその状態を詞

察している｡

検討L,納入した製品の状態を観

しかしながら天然曝露によると,その判定に少くとも

6箇月を要するので,工程の関係上これにより得ない場

合が多い｡そのために 曝露試験機によりきわめて短

時間に試験されている｡第l図は日立製作所笠戸工場の

曝露試験機で,上部円筒の内部が曝露重である｡そ

の中心に紫外線電球があり,試験片ほ周囲を日動的に回

転し,その間平均降 量から割出された比 をもって,

ーーー▲定時間毎に散水され,かつ曝露室内部は所望の温湿度

に調整せられるし〕 料の色と種類により

異るが天然曝露試験と比較して,色別種 表を

して判定を行っている｡一-･般的に本機の30～50時

問は天然曝露の6～10箇耶こ等しい｡

は本機で試験されたフクル酸レヂンエナメルの
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第1図 曝 露 試 験 機

Fig.1.Weather-Ometer

膜で,50時間処理したものは,天

態とほぼ等しいことがわかる｡

膜が水に浸

装 の 特 質 に つ い て 1143

｢干こ--∴1｢1
促進曝慮

第2図

Fig.2.

曝露10箇月の状

されたり浸されることほ,発錆や塗膜

の崩壊の原因となるので,その良否ほ耐候性に大きく影

響する｡このことは,現在迄の塗料に対する諸試験の結

果から,そのはとんどが耐水性の破い 料は耐候性が強

く,弱いものは耐候性に劣っていることからでも容易に

立証できる｡この場合の試験方法は200Cの水中に20時

間浸漬L白化やふくれ等で判定を行っている｡

膜には高温高湿により軟化やふくれを生ずる欠点が

ある｡輸出車翻その他,特に必要性を認めたものについ

第3図

Fig.3.

気恒温恒湿機

Electric Con-

Stant Humidi-

ty Incubator

50時間 天然曝露10箇月

促進曝露と天然曝露による塗面の比較

(×150)

MicrographsofPaintFilmTested by

Weather-Ometer and Exposure to

Weather (×150)

てほ,種々の試験片を作り,恒温恒湿機で必要条件に合

わせた高温高湿試験を行っている｡第3図ほ本機の外観

で,00C～80DC,湿度は30%～95%まで調整できるも

のであり,第4図ほ本機でテストされて,ふくれを生じ

た塗膜の一例を云す｡

(C)耐薬品性試験

石鹸洗源や蔭酸洗源の場合に,弱アルカリあるいは酸

に耐えうるため,苛性ソーダ1%,または篠酸3%200C

の水溶液中に,前者ほ4時間,後者は20時間浸漬Lて,

膜に異状のないものを選んでいる｡また,室内塗料が

頭髪のポマ←ドに

第4図 高温高湿による塗膜のふくれ

(×160)

Fig.4.Blister of Paint Film Af･

fectedbyHighTemperature

and High Humidity

されぬために,300Cのヒマシ油巾

に30時間浸漬して,軟化,ふくれ等

の変化のないものを選んで完璧を期し

ている｡

(D)作 性試験

乾燥時問および塗り重ね試験等JIS

に準じて行っているが,前者は乾燥時

間測定器で数値的に表わされている｡

〔ⅠⅤ〕車体外部塗装

客電車の外部塗装は銅板に除錆,防

錆塗装,

工程で,

Lてほ,

け,巾

パテ付け,中

扉や窓枠のごとき木製品に対

吸水防止,木地固め,パテ付

り,上塗りの工程で各々控

される｡

これらの塗料全般について,下記の

ごとく,最も使用目的に合致したもの

を採用している｡
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第1表 オイルプライマーならびにジンククロ

メートプライマーの防錆力

Tablel.Anti-Corrosive Qualities of Oil

PrimerandZinc-Chromate Primer

耐 水 200C 耐塩水N蒜もさ%

資 料

オイルプライマーA

オイルプライマーB

オイルプライマーC

オイルプライマーD

オイルプライマーE

茅ンタ㌍ち~工A

ブメ･- マ

ジンククロメー

プ ラ イ マ

ジンククロメー

プ ラ イ マ

トB

トc

トD

ジンククロメー･ト

プ ラ イ マ ー

50ilて1001l 150h

耐候性

発錆まで

4箇月

20 日

40 日

10 日

60 日

1箇年半

1箇年半

1箇年半

1箇年

1箇年半

備考:○異状なし｡ △僅かに発錆｡ ×発錆甚し｡

(り 防錆塗料

防錆塗料ほ防錆力が強いことは勿論,被塗装物および

パテとの密着がよく,このほか上塗り塗料との相溶性が

良好でなければならない｡

これらの点より,防錆 料にはフタル酸素オイルプラ

イマ←,ジンククロメー1､プライマーが最も適している｡

これら両者の問には第1表の防錆力試験に示すごと

く,一般的にジンククロメ←トプライマ←がオイルプラ

イマーより性能がほるかにまさっているが,両者の上に

上塗りまで塗装した場合,その 料の選択と塗装方法が

適正であれば,天然曝露2箇年を経過してもその差ほ非

常に僅少である｡

したがって両者の選定ほ草体の使用材料,客電幸の使

用条件および塗装仕様によって適正に判断すれば支障を

生ずるごときことほない｡問題ほむしろ同系統,同種類

の間における差異の判別である｡特にオイルプライマ←

ほ塗料メ←カ←によってはなほだしい差異があるから,

選定に誤なきを期さねばならない｡

(2)パ テ

パテは塗膜を形成する

C 奉油:乍仁 子泰.系

備考:1.0艮

料の内で,最も乾燥性,作業

性,耐水性が悪くかつ脆弱である｡これらの性能は溶剤

は勿論,その他の構成材料の配合割合によっても著しく

異るものである｡パテの成分,酉己合割合,厚みと乾燥お

よび性能の関係,温度と乾燥の関係その他作業性等につ

いてほ次のごとく要約することができる｡

(A)乾燥時間は厚み,温度に著しく影響され,乾燥

温度が 5〇C以下の場合はほとんど乾燥しなくなる｡ま

たビヒクル含有量の増加とともにその時間は遅れる｡

(B)1回の厚みがある限度以上になると,乾燥不良

または亀裂を生ずる｡

(C)密着性ほビヒクル含有量が少い ,かつ厚みの

多い程低下する｡

各種パテの綜合結果は第2表に示したごとく,パテの

成分により性重臣が著しく異ることがわかる｡作業上最も

問題となるのは乾燥性であって,200Cで完全乾燥する

ためにほ20～35時間を要する｡特に冬季は数日を要し実

際工程に支障を来す場合が多い｡しかも従来の自然乾燥

用パテをそのまゝ簡単に加熱乾燥することはできない0

筆者はこの問題を解決すべく,その成分,組成,厚み,

第5図 車体用赤外線乾燥装置

Fig.5.Infra-RedDrier for CarBody

第 2 表 パ テ の 性 能 試 験 結 果

Table2. Results of Tests of Various Putties

○ 10

△僅に異状あり ×不良

2.各試験のパテの革みは0･2mm

21 ニ.

ノ′
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第7図 各樺パテの浸水時間と硬度との関係

(硬度は引接式硬度計による(g))

Fig.7.Relation between Hardness of

Putties and Submerging Time

乾燥方法に改善を加え,必要に応じ加熱乾燥を採用して

カた 燥時間を従 の60分の1に短縮できたばか

りでなく,すべての性能を向上させることができた｡第

5図は草体用赤外線乾燥装置を示す｡また第占図は各種

パテの常温および加熱乾燥の吸水性の比較を,第7図は

浸水時間による硬度の低下状況を示したもので,いずれ

も加熱乾燥を行ったものゝ方が良好な値を示している｡

(3)上塗り塗料

上塗り塗料ほ直援外界に曝され,また天 の詔作用を

受け,多くの人の眼にふれるので,強い耐候性と常に美

しい色彩と光沢の保持を要求せられる｡これらの条件と

作業性から,外部用上 り塗料には一般にフクル酸レヂ

ソエナメルが多く用いられている｡

(A)フタル酸レヂンエナメルの性能

フクル酸レヂンエナメルの耐候性の限界を検討するた

め,Dupont(米),Ⅰ,C.I.(莱)と国内メ←カrのサンプ

ルについて,各種試験片を作り,12箇月間南面傾斜350
の 露を行い,その間

,3箇月,

1145

第3 表 ブタル酸レジンエナメル塗膜の曝露6箇

月間における硬度の変化

Table3.Variation of Hardness of Phthalic

AcidResinEnamelPaintFilm after

6Months Exposed to Weather

~マ ル ーー こ/

乾燥凍

期間
資料

自 然 乾 燥 加 群 乾 燥

0箇月3箇月l6箇月0箇月卜箇月6箇月

レ ッ ド

ライトグリーン

＼ ::-り lこ.､- ｣

B l lOO11951】

l

11 --!- ､･l 卜l -いI l

ダークグリーン

備考:引様式硬度計に依る(g)

6箇月,12箇月後に耐7k性,耐薬品性,硬変,密着力,

光沢の変化ならびに貧膜の変化状況等につき詳細な比較

試験を行った結果,各メトカ←により,また色や 装法

により性能ほ異るが,一般にフクル酸レヂンエナメルは

3箇月までほほとんど変化なく,6箇月におよぶと光沢

の減少と槌色を生じ12箇月になると粉化,変槌色し,

光沢ほなくなり,はなはだしいものは塗膜に亀裂や小さ

なふくれを生ずる｡また塗料の色別による槌色の度合は

マルーンおよび赤が各試料ともはなはだしいこと等があ

きらかになった｡

第3表は各試料の曝露6箇月迄の硬度の変化で,メー

カ←別,色別に相当の開きがあり,自 乾燥のものは3

箇月で全般に20～40%上昇し,6箇月に至ると若干演

ずるが,赤外線乾燥のものはほとんど変化がない｡

密着力および耐薬品性,耐水性は

った｡一一般に赤外線乾燥を行ったものの

と変化がなか

化の傾向は

自然乾燥と同様であったが,その変化の度合ほ少く,赤

外線乾燥の利用が工程の短縮のみでなく,耐候性の向上

に対しても好結果をもたらすことがあきらかである｡第
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塗 装 時

第8図

Fig.8.

6箇 月 曝露後

天 然 曝 露 に よ る 塗

Aging of Paint Film Affected

第 4 表 フタル酸レジンエナメル塗膜の6筒月
曝露後の耐水試験結果

Table4.Results of WaterResistance Test

of Phthalic Acid Resin Enamel

Paint Film Exposed to Weather

for6Months

備考1.600C2時間処理後の塗膜の状況を示す｡

2.状況別における
A:吸水によるクモり状況

△クモり大 ○僅にクモル ◎異常なし

B:フクレの状況

△フクレ全面 0僅にフクレあり ◎異常なL

8図ほ 膜の6箇月,12箇月の変化状態(×150)で,6

箇月目には表面のビヒクルが崩壊し,自点のごとく顕料

が露出する｡12箇月目には全面に小さな亀裂が生じてい

るのが見られる｡

第4表は6箇月後の耐7k試 で,色別にはライ†

グリrンが,資料別にはEが良く,赤外線乾燥したもの

は全般に良い成績である｡

これらの試験結果から現在のフタル酸レヂンエナメル

の曝露における寿命は,色やメーカーおよび乾燥法むこよ

り具るも約1箇年内外である｡

(B)フタル酸レヂソエナメルの耐候性の向上

前述の耐候性をさらに向上さすためには塗料自体の向

上と,塗装法の改良がある｡筆者ほこれ等の向上のため

に, 装方法の改善について引続き検討を加え,上

塗料の上に特殊レヂンワニスを 装することにより,一

段とその耐候性を向上させうることを認めた.⊃第5表は

その確色の度合をマンセルで表示したもので,処理品ほ

12箇 月 晩屋定礎

膜 の 変 イヒ(×150)

by Weather (×150)

第 5 表 フタル酸エナメル塗膜の曝露6箇月
後における変色状況

Table5.Weatherstains of Phthalic Aid

EnamelPajnt Films

オ3lレ

4とン

≡弓ヂ

4.8YR

4.4YR

4.2YR

4.4YR

3.4YR

3.6YR

12

13

14

15

16

17

毒9･9R

マ.9.OR

ル ■6.2R

6･4/12.2

5･9/11.2

6･3/12.9

6･6/11.9

6･7/11.3ミ

5･S/12.8

2･3/4.1

㌘･9/4.1

2･9/3.8

2･6/4.6

2･8/3.7

1･7/3.9

1･7/3.9

2･1/3.1

1･8/2.8

2･3/2.6

1･9/8.8

5.4YRl･0/7.0

5.2YR 4嶋り7.7

2.4YR 5･3/7.4

3.7YR 8･3/6.8

3.3YR 5･2/8.7

3.7YR 5･4/8.5

5.9YR

4.3YR

3.OYR

4.5YR

3,4YR

】4.1YR

6･¢/7.8

4･7/7.8

5･り11.0

6-3/10.4

6･a/10.0

6･6/11.1

5.9R

4.9R

2.3R

2.8R

2.3R

3.3R

2･7/2.1

3･2/2.3

3･1/2.3

2･7/1.,1

2･9/1.5

乏･9/2.1

5.9R

5.2R

2.5R

4.1R

5.7R

5.9R

3･り2.1

2･9/2.$

2･8/2.4

9･4/1.9

2･3/2.3

2･6/ク.6

備考1.F エナメル塗股そのまゝの場合
Ⅴ エナメル塗膜の上にワニスを塗装した場合

2.マンセルのよみ方48YR百･4ノ/12.2の4.8YR

5.4は明度を,12.2は彩度を示す

は色相を,

塗料のメーカー,色別を問わず格段の向上が見られる｡

第`表はその光沢の変化の比較を色沢計と肉眼で判定し

たもので,いずれも処理品の方が優秀である｡12箇月間

天然曝露を行った

/
ヽ l

膜の変化は第9図に見られるごと

装時とほとんど変化なく,第8図と比較すると格

段にその性能が向上していることがわかる｡要するに処

理品は天然曝露12箇月で僅かに態色ほ生ずるが,

に変化なく,その他耐水,耐薬品にも非常にすぐれた性

能を右する｡なおこの結果を製品に応用■し所期の成果を

えている｡

ノダ
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塗 装 時 6箇 月 曝露後

第9図 特殊 ワ ニ ス に よ

12箇月 曝露後

り 耐候性が 向上 さ れ た 塗膜(×160)

Fig.9.Weather-Resistance of Paint

第 6 表 ブタル酸エナメル塗膜におけるワニス

塗装の効果(曝露6箇月･後)

Table6.Effectof SpecialVarnish Coatin

Retention of Gloss

1!ォ

;iレ

ヂ

A No.1

A No.2

C No.1

C No.2

C No.3

C No.4

A No.1

C No.1

C No.2

C No.3

C No.4

A No.1

ÅNo.2

C No.1

C No.3

C No.4

D No.1

3.1

3.7

1.9

1.3

1.6

2.0

3.2

3.0

2.5

2.8

3.1

3.7

3.7

4.7

4.1

4.1

4.4

4.1

4.1

4.5

4.2

4.3

+ +

+

+ 十

+ +

+

+

十 十

備考 A エナメル塗膜そのまゝの場合
B
エナメル塗脛上にワニスを塗装した場魯

(4)木材製晶の吸水防止

答電草の外部に曝される木製品には扉や窓の木枠があ

り,その材料-として一般にタモとチークが用いられてい

る｡チークはその仕上りの優雅さと腐蝕しにくい性質を

持っているので重用されているが,扱性城度がクモの

128.8kg/cm2に比し,チーク89.6kg/cm2で低く,割

れやすいのと価格が高いので,使用 はタモの方がほる

かに多い｡しかLながらタモは洗源の際の7kや雨水を吸

FilmImprovedbySpecjalVarnish

(×160)

単

隼ラ

/
/′

1

./'
/

チノワ

凶

第10図

Fig.10.

･′･ 二･-

､

･-

､

戒 7｣〈 痙 (%)

タモとチークの吸水率と膨脹率との関係

Relation between Expansibilityand

Hygroscopicity of Tamo and Teak

収して膨脹L,窓の作動を困難にしたり,腐蝕を早める

欠点を持っている.っ

第10図はタモとチ←クの吸7lく の関係を示し

たもので,タモほチークの約3倍の膨脹をすることがわ

かる｡日立製作所笠戸工場でほこの欠点を解決するため

に吸水防止塗料について研究を加えた結果,特殊油溶性

レヂソワニスが非常に効果があることを認めた｡第‖図

(次頁参照)ほ浸水時間と吸水

ったものほ,その吸水

の関係で,吸7lく防止を行

において,タモの一般塗装の三

分の一に,チークの一般塗装品以下にそれぞれ下げえた｡

第12図(次頁参照)i･まクモ材にこの塗装を行ったものと,

一般 装のものおよびチークの一般塗装品の天

箇月後の写真で,一般

る｡

曝露12

装品に比し格段の向上が見られ
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第11図

Fig.11.

タ モ と チ ←ク の 吸水性

Hygroscopicity of Tamo and

Teak

第12図

Fig.12.

A チークの一般塗装 C クモの一般塗装

B クモの吸水防止塗装

吸水防止塗装の効果 (12箇月曝露)

EffectsofWater-ProofPainting(Af-

fected by Weather for12Months)

〔Ⅴ〕室 内 塗 装

室内には従 より,木目をその儀表わす木地塗

われて来たが,最近は色彩

なり,色彩塗装も多く

が行

節が蚕用視せられるように

用されて来た｡木地塗装は木材

に限られるが,色彩塗装は,木材は勿論,鋼板や軽合金

等にも応用される｡軍内ほ外部

乗客が接触するため,

装と異り,常に多数の

第 7 表

Table7.

資 料

第36巻 第7号

室 内 用 塗∴料 の 性能比較

Comparison of Characteristics

betweenVarnishesandLaquers

forInterior Cab Finishes

硬 度

ス パ ー ワ ニ ス A

ス パ ー ワ ニ ス B

フクル酸
レヂンワニス A

フクル酸
レヂンワニス B

クリヤー･ラッカー A

クリヤー･ラッカー B

クリヤー･ハイソリ
ッド･ラッカー A

B

リ
ー

ソカイツハラ〓トヤツ
リク

フクル酸レヂン･
エナメル A

フクル酸レヂン･
エナメル B

ドラツ

‖
り
ノ

ソイ′

カツ

カ
ーッドラツリソイノ

備考

A

B

不粘着性

N 自然乾燥

H 赤外緑乾燥800C30分

耐熱性
耐アルコ
ー

ル性

耐ポマ

ード性

優雅な美観を有すること｡

硬度が高く傷付き難く,耐摩耗性があること｡

汗や垢および頭髪の油等に侵されベタ付や汚

損,剥離,亀裂等を生じないこと｡

(d)喫煙や飲食物に対して,耐熱,耐アルコール,

耐溶剤性のあること｡

(e)塗り香え時リムーバーにより容易に剥離できる

こと｡

等が要求される｡

これらの内部 に閲し,今回DupontやI.C.I.の

塗料をも含め,油性系,フタル酸素,メラ

ロキシソ･ラッカー等35種

ての性能を検討した｡その結

ン系,パイ

について,室内塗料とし

はほぼ次のごとくである｡

油性系は不粘活性,耐熱性,耐ポマード性に乏しく,

また耐候性に欠け,3～6箇月で光沢は消失し亀裂を生ず

る｡

パイロキシソ･ラッカ←は不粘着性,耐ポマ←ド性に

ほ強いが,耐熱性に乏しく,温水で白化する｡その耐候

性は油性系よりも劣り,短期間に亀裂や剥離を生ずる｡

メラミン系の加熱乾燥型のものは,すべての性能が良

いが,木材に使用することは後述のごとき,経費その他

の面で全面的には困難である｡なおメラミソ系の常温乾

燥型の 料ほ,一般に性能が劣るようである｡

フタル酸系は不粘着性,耐熱性,耐ポマ←ド性におい

て,ハイソリッド･ラッカーより低く,油性釆よりも高

いがなお不十分である｡

一
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パイロキシソ･ラッカーとメラ

革 塗 装 の

ン･レヂンを配合し

たハイソリッド･ラッカーは,すべての性能を十分満足

さすが,僅かに値段が高い｡

以上の結論からハイソリッド･ラッカ←が室内

してもつとも適している｡

第7表ほ各種

料と

料の常温,加熱乾燥別の性能試験結果

で,特殊なものを除き,どの塗料も加熱乾燥を行うこと

により,性能が向上することを示している｡

しかし木材塗装の加熱乾燥は,力醸熱による歪や,塗膜

のふくれ,発泡等を生じ 特別な 料と乾燥技術を要す

る｡含水率13%前後の木材に,低温で熱硬化性のある

硬度の高い特殊レヂンを 装して,木材内部よりの揮発

性物質を抑制し,適当なる温度管理をすることにより,

木材の焼付塗装が可能である｡今後この特長を発揮すべ

き製品にはこれを適用し,性能の向上を計りたいと考え

ている｡一般には腰掛,肘掛,内帯のごとき人体の接触

や飲食物の附着するところには,ハイソリッド･ラッカ

ーで,その他のところにはブタル酸系で十分であろう｡

〔ⅤⅠ〕軽 合 金 の 塗 装

軽合金のうちで現在多く任用されているものほ,アル

ニウム合金である｡

アルミニウム合金には次の4つの塗装上の特質がある

ので,鉄板や木材に対する-･-･般塗装とは,興った

術の研究が必要となるのである｡

アルミニウム合金の塗装上の特質

表面が平滑で 膜の密着が悪t･､｡

化学的に活性であるため,

化物や酸化物ができ,また塗膜を

装技

表面にただちに水酸

地面に達する

極く微量の水分により7Jく酸化アルミニウムができて,

れから塗膜が剥離する｡

熱膨脹率が鉄の2倍以上で,塗膜の膨脹

塗膜が割れたり剥離する｡

アルミニウムは電気化学的に卑なるため,鉄,

特 質 に つ い て 1149

銅,鉛等のごとくアルミニウムより貴なる金属と接触す

ると電気的に接触膵蝕を起す｡

(2)アルミニウム合金の表面処理

アルミニウム合金の 装には,その特質を満足さすた

め,J特別な表面処理と異種金属と,接触する部分に対す

る絶縁塗料,および鈴顔料を含まないパテの解決が必要

である｡その表面処理には陽極酸化する電気的方法と,

薬液に浸漬処理する化学的方法と,塗装による方法の3

つがある｡

塗装による処理方法ほ,ビニル系のビヒクルに燐酸を

加えたものに浴剤としてアルコールを用い塗装する｡

塗料中の燐酸アルコールほ,アルミニウムの表面をエ

ッチングすると同時に,ビニル系のビヒクルで塗膜を作

り処理する方法である｡第8表はアルミニウム合金に種

々の処理を行い,耐曝露,土中埋没試験12箇月および

耐アルカリ,耐塩水,耐油試験6箇月問の耐蝕試験を行

った結果で,十分な脱脂後行われた塗装による処理は他

のものよりすぐれていることが確認された｡第l咽(次

頁参照)ほ土中埋没試験片の写真を示す｡

なおアルミニウム合金には従来のオイルパテのごとく

鉛分を含むものは使用できないので,これらに閲し検討

を加えた結果,パテBがその条件を満足させることを知

り1年間の耐蝕試験を行ったが何等問題なく,その他の

讃性召巨も向上されたことを認めた｡

日立製作所笠戸工場では,これらの結論に塞き,全ア

ルミニウム合 蟄である南海電鉄株式会社納入の高野山

ケーブルカー2禰に対し,室内,外部ともに全メラミン

の焼付塗 を行ったが,本邦最初の試みとして,その成

行が注目されている｡

〔ⅤⅠⅠ〕輸出 車 輌 の 塗 装

輸出車輔の は,特に輸送船船中の高温,高湿と塩

風の影響および輸出地の気象と取扱の相違等により,強

い耐候性と耐高温高湿性が必要である｡そのためこれら

第 8 表 ア ル ミ ニ ウ ム合金(3S)の耐蝕性試験

Table8. Corrosive Resistance Test of Aluminum Alloy(3S)

備考 ○ 異状なし △ 僅に異状あり × 不良
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M.B.Ⅴ.

エツヂンダブライマー
M=臥Ⅴ.

第13図

Fig.13.

アルポンl､

エツヂンダブライマー
アルポルト

アルマイト

エツヂングプライマー
アルマイト

地 金

エツヂングプライマー
地 金

各種表面処理されたアルミニウム合金の腐蝕状儲(土中埋没試験1箇年)

Corrosion of Aluminum Alloy Operated by Various Pretreat･

mentsoftheMetalSurface(BuriedintheEarthfor aYear)

第14図 ビ ルマ 客車の外観

について事前の調査と検討に完璧を期さねばならぬ｡第

14図は今回ビルマをこ輸出された1等,3等の混合客市で

次の条件が満足できるよう検討されている｡

(a)輸送船胎巾の条件は45JC,RH95%,1箇月間,二

(b)ビルマにおける最高気温42DC,最高湿度95%,

雨期には5～10月の6箇月ほとんど連綬降雨.二

(c)ビルマにおける外板の最高温度800C｡

このため外板用塗料にほDupontの881ine(フタル

酸レヂンエナメル)を使用し,各工程毎に赤外線焼付

(90eC30分以上)を行い,万全を期した｡

〔ⅤⅠⅠⅠ〕結 ~旨

以上は答電帝塗装の特質の大要と,日立製作所笠戸工

Fig･14】The Coach Exported to Burma

場における 料の選択ならびに 技術上の具体策の概

要である｡これらに対しては今後ともなお改善すべき点

は非常に多いが,本研究結果が車軸 装に対して,美観

の保持と耐久力の向上にいさゝか寄与することをえれ

ば,筆者の最も喜びとするところである｡これらはひと

えに,絶えず適切な御指導を賜った鉄道技術研究所の方

々,および度貢なる塗料試験に資料の提供と技術的御助

言を頂いた関係塗料会社,ならびに終始熱心忙簡指導下

さった日立製作所日立絶縁物工場長日月博士,および工

場幹部の方々の賜とこ_ゝに んで感謝の意を表する｡な

お本研究に御協力下さった研究課城__ト任,相木氏および

塗装研究委員会の方々に厚く御礼を申L上げる｡
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